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内容

１．活動概要

２．共有デジタル地図の部分更新

３．共有デジタル地図の利活用促進にかかる検討



活動方針

行政事務の効率化・高度化を目的として、共有デジタル地図
の効果的な運用を推進する。

共有デジタル地図の鮮度向上の対応として令和２年度市町
共同撮影の成果及び竣工図等既存の測量成果を利用した
共有デジタル地図の部分更新を実施する。

共有デジタル地図の利用分野拡大を目指して、市町向けに
共有デジタル地図の利活用支援を行う。

活動内容

①共有デジタル地図の部分更新

②共有デジタル地図の利活用支援

③その他支援活動
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１．活動概要
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２．共有デジタル地図の部分更新
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２．共有デジタル地図の部分更新

事業概要
共有デジタル地図の鮮度向上を目的とし、竣工図及び令和２年度
に実施した空中写真の撮影成果などを利用して実施する。

実施予定
概ね５０箇所程度（1箇所は概ね10,000㎡～100,000㎡）

基本方針
共有デジタル地図共同整備運営事業のなかで実施する。

総合事務組合が主体となり計画立案及び作業を実施

作業仕様及び成果の利用は、共有デジタル地図全体更新事業の
運用に準ずる。

測量法に基づき公共測量成果として取り扱う

市町の要望をもとに、作業対象箇所を選定し、数値地形図（共有デ
ジタル地図全体更新の成果）の更新を行う。



部分更新実施箇所
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市町からの部分更新希望箇所
開発：5箇所、建物・施設等：18箇所、道路：10箇所、その他：11箇所

市町名 部分更新の区分 面積

津市 道路 約8,900㎡

四日市市

開発 約463,600㎡

建物・施設等 約1,698,000㎡

道路 約583,300㎡

鈴鹿市 道路 約352,600㎡

名張市
その他 約43,200㎡

建物・施設等 約99,700㎡

いなべ市 道路 約27,700㎡

木曽岬町
開発 約111,926㎡

道路 約33,800㎡

東員町 建物・施設等 約111,900㎡

菰野町 開発 約10,300㎡
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部分更新実施箇所

開発、公共施設、太陽光発電施
設、新設道路などを対象に部分
更新を実施

市町からの実施希望箇所（津市、四日
市市、鈴鹿市、名張市、いなべ市、木曽岬
町、東員町、菰野町）

実施面積：約3,54㎢

実施箇所：44箇所
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部分更新実施箇所

太陽光発電施設

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新実施箇所

新設道路

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新実施箇所

新設道路
新設道路

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新実施箇所

注記

建築物

建築物

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新実施箇所

太陽光発電施設

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新実施箇所

道路施設（橋梁）

更新後数値地形図

部分更新実施箇所（抜粋）
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部分更新の成果

実施対象：延べ４４箇所（3.54㎢）
※予定数量（概ね50箇所・平均面積2.2 ㎢）

公共測量の手続き：完了申請提出（国土地理院にて審査中）

市町に更新データを提供

地理空間情報集約システムのデータ更新

配布対象市町 数値地形図2500 データ形式

津市、四日市市、鈴鹿市、名張市、い
なべ市、木曽岬町、東員町、菰野町 DM、Shape、DXF、SXF、PDF

地理空間情報集約システムデータ
更新予定成果イメージ：数値地形図2500（PDF形式）
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３．共有デジタル地図の利活用促進に
かかる検討
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 目的
 令和２年度に実施した森林分野における共有デジタル地図の利活用支援
策の検討結果について県内市町への展開を行い、共有デジタル地図の利
用促進を図る

 実施内容
 令和２年度成果の他市町展開

アンケート調査により、希望ありと回答のあった市町を対象にヒアリングを実施。ヒアリン
グ結果から桑名市、鈴鹿市、多気町を支援対象とした。

 県実施事業の状況調査
県による航空レーザ測量の実施状況及び県による市町への支援状況を確認

森林計画図（林小班図）、森林簿の提供及び本検討への利用承諾をいただいた

 共有デジタル地図利活用事例集の更新
市町を対象とした森林分野における共有デジタル地図の利活用事例集を更新

３－１．森林分野における利活用支援
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共有デジタル地図の利用状況（ヒアリング結果）
 各市町、GISの背景図として共有DMを利用している

 伐採届等の開発申請箇所、路網・橋梁など市町が管理する情報が紙や
Excelファイルで管理されており、共有デジタル地図と合わせて管理するこ
とで利便性が向上する

伐採届は、県にてGIS化を実施しており、市町からの申請にてデータが
取得可能

 既存の森林計画図や森林簿では、現況と合っていない箇所もあるため、
写真地図を基にした樹種区分図があると森林経営管理制度適用の優先
地区選定が容易になる

 写真地図・デジタル地図の更新頻度は現状でも問題ないが、マツ枯れの
ようなリアルタイム性が求められる業務のためには、更新頻度を上げるこ
とが望ましい

 境界明確化用の素図作成（公図仮配置）業務を発注し、背景図に共有DM
を利用している（鈴鹿市）

３－１．森林分野における利活用支援
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３－１．森林分野における利活用支援

 データ試作と集約システムへのデータ登載
①伐採届箇所管理

※県への申請によりGISデータの利用可能

伐採届申請箇所と
申請内容（属+PDF）を

GISで管理
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３－１．森林分野における利活用支援

市町が管理する林道・橋梁
の情報をGISで管理

点検結果等維持管理情報も
併せて管理

 データ試作と集約システムへのデータ登載
②林道・橋梁情報管理
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３－１．森林分野における利活用支援

写真地図データを参照
して樹種区分図を作成
現況の樹種分類を把握

 データ試作と集約システムへのデータ登載
③樹種区分図の作成
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【森林分野における利活用支援の成果】

共有デジタル地図の利活用案
 共有デジタル地図を位置の基準として伐採届等の開発申請や路網をデー
タ化し、GISに搭載することにより森林や施設の維持管理業務で利用

 共有デジタル地図（写真地図データ）を参照して樹種区分を作成し、意向
調査対象地区の把握や森林所有者への説明資料として利用

地理空間情報集約システムの活用
 森林計画図及び森林簿の搭載

 路網及び橋梁等施設データの搭載
※伐採届のGISデータは、県への申請により利用可能

３－１．森林分野における利活用支援

共有デジタル地図利活用事例集に追加
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３－２．都市計画基礎調査における共有デジタル地図の利用検討

実施概要

現行の共有デジタル地図の第４期事業計画（案）では、共有
デジタル地図の成果提供時期と次回の都市計画基礎調査の
スケジュールが合わない可能性がある。このため、次回都市
計画基礎調査における共有デジタル地図の最適な利用方策
を検討する。

今年度の検討内容
次回の都市計画基礎調査に共有デジタル地図を最大限活用
可能とする中間納品の設定及びスケジュールの検討を行っ
た。
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３－２．都市計画基礎調査における共有デジタル地図の利用検討

R05年度 R06年度 R07年度
10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 4 5 6

R05年度 R06年度 R07年度
10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 4 5 6

中間納品のスケジュール（案）

撮影（市街地等）
撮影納品（５月末）

簡易オルソ提供

撮影（市街地等）

数値地形図更新作業

参考：前回都市計画基礎調査の工程

数値地形図納品（６月末）

建物図化

次回の基礎
調査で利用

最新の地図情報
の利用が可能

参考：前回都市計画基礎調査の工程

建物形状データ提供

現行の事業計画（案）におけるスケジュール

【本年度の結果】
 中間納品の設定とスケジュール案の策定
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３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討

実施概要

３Ｄ都市モデルの整備及び３Ｄ都市モデルを活用した都市計
画・まちづくり、防災、都市サービス創出等の実現を目指す
「まちづくりのDX」の取組に同調したデータ試作や利活用検討
を行い、共有デジタル地図の更なる利用分野の拡大を図る。

本支援は共有デジタル地図事業（令和３年度の利活用支援）
の範囲で行う。

今年度実施した事業内容
市町のニーズ調査
市町毎ヒアリング・打合せ、３D都市モデル試作
３D都市モデルの利活用提案
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航空写真撮影
（一般仕様：OR60/SR30）

数値地形図データ
基礎調査データ
（土地利用）

DSM:数値表層モデル
（建物の屋根高さ）

DEM:数値地形モデル
（土地・道路の高さ）

基礎調査データ
（建物現況） ３D都市モデル

（LOD1＋基礎調査属性）

都市計画基礎調査

三重県共有デジタル地図

共有デジタル地図に基づく3D都市モデル

３D都市モデルの作成手順

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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共有デジタル地図に基づく3D都市モデル

共有デジタル地図及び三重県オープンデータを用いたデータ
作成の例

使用データ

共有デジタル地図 建物データ

津波浸水想定シェープデータ：三重県オープンデータ

https://www.pref.mie.lg.jp/IT/HP/87583000001.htm

建物データ

浸水想定データ

高さ情報付与

• 垂直避難の検討
• 避難経路の見直し

（例） 浸水想定域の可視化

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討

https://www.pref.mie.lg.jp/IT/HP/87583000001.htm


https://www.mlit.go.jp/plateau/ 27

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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ユースケース紹介：防災計画
 垂直避難の可能性を有する建物の可視化等を踏まえた防災計画検討

自治体・住民の防災意識の向上、地域の強靭化を図るため、3D化した浸水想定区
域図を活用し、まち全体で「緊急的な垂直避難の可能性を有する建物」のピック
アップを実施し、3D都市モデル上に可視化した。

https://www.mlit.go.jp/plateau/

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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ユースケース紹介：防災意識啓発
 時系列浸水シミュレーションデータの3D可視化による防災計画立案・防災
意識啓発

時系列の浸水シミュレーションデータを活用し、３D都市モデル上に洪水浸水想定
の可視化を試みた。意見交換を実施し、防災意識啓発に活用するほか、避難経路
の検討などの防災まちづくりに活用。

https://www.mlit.go.jp/plateau/

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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ユースケース紹介：まちづくり（計画策定）
 都市計画基礎調査情報を活用した都市構造の可視化

定期的に調査・蓄積されている都市計画基礎調査情報を活用し、Webブラウザ上
で過去からの都市構造の変遷を可視化

https://www.mlit.go.jp/plateau/

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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 3D都市モデル活用事例紹介：

https://www.mlit.go.jp/plateau/

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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 3D都市モデル活用事例紹介：

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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市町ニーズ調査

募集期間：８月２７日から９月２１日

検討委員会を通じて全市町に対してアン
ケート調査票を配布

募集内容：
３D都市モデル試作・検討の希望

活用したい分野・関心のある分野

自由記述（３D都市モデルを活用し解決したい
課題／想像したい価値など。3D都市モデルを
活用したいユースケース）

10市町 希望有として回答

⇒希望する10市町にヒアリングを実施して
本年度支援を行う方針とした

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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市町ヒアリング調査結果（抜粋）

市町 担当部署 活用・関心のある分野 ヒアリング確認内容（抜粋）

四日市市 ICT戦略課
まちづくり
防災
地域活性化・観光

・スマート街路灯や人流データの把握、賑わい創出、自動運転、オープ
ンデータ化などに関連して、3D都市モデルの整備と活用が考えられる。
・防災面では市全域のデータが必要。立地適正化計画で防災指針を定
める必要があり、想定災害の可視化に3次元データが有効と考えられる。

伊勢市 都市計画課
まちづくり
防災

・1級河川宮川からの被害が大きい。
・土地の高度利用の状況を踏まえた都市計画情報の可視化で活用した
い。

桑名市
都市整備課
防災・危機
管理課

防災

・浸水（洪水、津波、高潮）だけでなく、土砂災害危険区域にも対応したい。
・土砂災害危険区域について、2次元の図面では、1つの建物でも被害
が想定される山側の部屋と被害が想定されない方の部屋で分けている。
このような対応が行われるとよい。

鈴鹿市

情報政策課
都市計画課
防災危機管
理課

まちづくり
防災
地域活性化・観光

・要援護に関する情報との組合せは有用と考えられるが、個人情報に留
意する必要がある。
・都市計画基礎調査で保有している建物構造や階数と浸水情報を重ね
合わせて、様々な活用が考えられる。防災面では昭和56年以前の建物
を区分した表現ができるとよい。

亀山市
総務課
都市整備課

まちづくり
防災

・都市計画における活用例として、立地適正化計画における防災指針の
作成、住民説明会、用途地域を重ね合わせ土地の高度利用の分析が
考えられる。
・下水道分野では、内水氾濫等状況に応じたシミュレーションで活用で
きる可能性がある。道路分野では、道路地物の追加により、地域住民と
の話し合いや道路改良イメージの共有などの利用が考えられる。

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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市町 担当部署 活用・関心のある分野 ヒアリング確認内容（抜粋）

熊野市 建設課
まちづくり
防災
地域活性化・観光

・中心市街地の魅力向上への景観等改善や利便性改善に係る計画を
3Dで可視化して地域住民等に説明していく必要がある。
・津波浸水被害等を住民にわかりやすく説明するため、津波が集落にど
のように到達するか等を可視化する必要がある。
・大雨時の河川水位上昇に係る支流の水位上昇及び集落の冠水につい
て、地域住民に情報発信する必要がある。

志摩市 総合政策課 防災

・高低差を考慮した避難路計画の見直し。風水害時の家屋浸水に3Dを
活用しての原因解明と事前リスクの把握。
・住民にも公開し、災害予防や開発計画その他産業に役立てたい。津波
浸水、洪水を3Dで表示、記録し可視化したい。

伊賀市
伊賀消防署
都市計画課

防災

・事前計画では警防や延焼のシミュレーションの用途がある。事後として
消火活動の検討会を行っており、３D都市モデルの活用が考えられる。
・構造情報（木造、耐火造など）と接建物との距離データに延焼リスク係
数などを加えてより実践的なシミュレートを計画している。

木曽岬町 危機管理課 防災

・3D都市モデルを活用し、災害時のイメージをより身近に感じてもらうこ
とにより、住民及び職員の防災意識を高めてもらいたい。
・伊勢湾台風など過去の災害を経験していない住民は、海水が堤防を越
えてくるイメージをあまり持てない。
・時系列ごとに浸水状況が分かるデータが理想である。

大台町 企画課 防災

・ため池が氾濫した際、どの地域にどれくらいの時間で到達するか、時
系列で確認したい。
・土砂災害に関してはイエローゾーンの中でも地質の違いや傾斜、地形
によってリスクが異なるため、3Dデータを用いて可視化できるとよい。
道路がどこまで埋まってしまうのか、分かるとよい。

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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共有デジタル地図を基にした３Ｄ都市モデルの試作

ビューワ表示のイメージ：ＬＯＤ１
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対象市町における３D都市モ
デル試作計画・データ収集

三次元データの作成

デモ環境の構築

試作データの確認

・アンケート及びヒアリン
グ調査結果の整理
・共有デジタル地図
・県市町提供データの整理

・高さデータの付与
・三次元データ処理
・ハザード情報等の三
次元データ加工

・ビューワ用データ変換
・データ調整
・デモ環境インストール

・市町毎打合せ
・意見交換

三重県提供データ：高潮（10ｍメッシュデータ）
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【本年度の検討成果】

① ３Ｄ都市モデル試作データ
10市町✛自治会館周辺を含む地区（津市内）で実施

② ビューワ環境の提供

③ ３Ｄ都市モデル試行の事例集

④ 導入検討のための費用概算

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討

３D都市モデル表示用ビューワ（イメージ） ３Ｄ都市モデル試行の事例集

市町への配布は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のためのまん延防
止等重点措置等状況をみて３月から
４月にかけて調整の予定
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試作データの取り扱いについて
市町による３D都市モデル導入検討等を行うための内部資料として
の位置付け

本試作データを実際の業務に利用することは控えてください

出典：国土交通省 https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/

※共有デジタル地図の利用分野拡大検討の枠組みの中で試作を行っています。
実際の業務で利用する際には、国土交通省Project“PLATEAU”で規定している
品質評価等を行う必要があります。

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討
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利用可能（例）

利用不可（例）

利用の可否が不明な場合は、市町総合事務組合にお問合せください。

・ 庁内において、３D都市モデルの利用や導入を検討するために試作デ
ータを画面で表示する。
・ ビューワの画面キャプチャを取得して庁内向けの資料を作成する。
・ 市町の支援業者と共同で３D都市モデルの利用検討のための会議で利
用する。
・ 市町の支援業者に、３D都市モデルの利用検討を目的に試作データを
提供する。
（支援業者とは秘密保持契約等が必要）

・ 住民説明の参考として、画面で表示する。（外部への資料配布は不可）

・ 実業務での利用。（都市計画、地域防災計画などの利用）
・ 庁内検討以外の印刷資料及びデータの配布。

３－３．3D都市モデルにおける共有デジタル地図の利用拡大にむけた検討


